
2024 年度 第 2 回 日本バレーボール学会理事会 議事録 

 

日時:2024 年 7 月 2 日(火)18:00〜19:05  

 

場所:Zoom ミーティング 

 

出席者：黒川貞生会長，石手靖副会長，吉田清司副会長，田中博史副理事長，久保田もか監

事，濱田幸二，高根信吾，高橋宏文，縄田亮太，内田和寿，小川宏，沼田薫樹，根

本研，横矢勇一，高野淳司，榎本翔太，杉山哲平，飯島康平，中瀬巳紀生，加戸隆

司，小松香奈子各理事（オンライン 21 名） 

委任：後藤浩史監事，梅崎さゆり，金子美由紀，布村忠弘，湯澤芳貴各理事（5名） 

欠席：松井泰二理事長，石丸出穂，市川智之，永谷稔各理事（4名） 

 

挨拶：黒川会長より挨拶があり，続けて司会進行により議事に入った. 

 

I. 議事録の承認 

1. 2024 年度第 1 回理事会議事録の承認  

原案の通り承認された． 

 

II. 報告事項 

1. 総務委員会報告 

報告事項なし． 

 

2. 企画委員会報告 

報告事項なし． 

 

3. 編集委員会報告 

高橋編集委員長より，機関紙の完成が報告された. 

 

4. 渉外委員会報告 

報告事項なし. 

 

5. 広報委員会報告 

報告事項なし. 

 

6. 研究推進委員会報告  



報告事項なし. 

 

7. その他 

黒川会長より，ロゴマークの投票の結果，第 3案が選ばれたことが報告された.さらに，新

ホームページが公開されたこと，また，そのことが日本バレーボール学会 Facebook アカウ

ントでも告知されたことが合わせて報告された. 

 

III. 審議事項 

1. 2023 年度第 29 回大会決算について  

沼田企画委員長より，【議事資料 0101】に基づき決算書（案）が監査済みであることが報告

され，これが承認された. 

 

2. 2024 年度 バレーボール ミーティングの開催について 

沼田企画委員長より，北海道での開催を目指し永谷理事と検討中であることが報告された．

議論の結果，企画委員にて 8月末の開催を目指して引き続き検討することが承認された. 

 

3. 2024 年度以降の学会大会の開催候補地について 

沼田企画委員長より，未だ検討中ではないことが報告された.黒川会長から向こう 3 年間の

学会の計画を決めていくことを目標として検討していくことが提案され，これが承認され

た. 

 

4. JSVR 設立 27 周年および 30 周年記念事業について 

田中副理事長より，欠席した松井理事長から事前に預かったメールの内容を読み上げる形

で以下の通り報告された. 

・JSVR 設立 27 周年記念事業について，日本文化出版株式会社よりパリ五輪開催には間に

合わない旨の連絡があった. 

・この理由は，日本文化出版株式会社の社員が 2人退職し，そのうち 1人が当該企画の担当

者であった. 

 

その報告に基づき黒川会長より，JSVR 設立 27 周年記念事業は本来 2023 年の事業であり，

パリ五輪開催に間に合わないとなると，27 周年記念事業として実行することは難しいこと

が説明され，これが承認された. 

 

5. 機関誌の J-STAGE 閲覧について 

黒川会長より，機関紙（バレーボール研究）の電子化，J-STAGE での公開に伴い，機関紙を

冊子で受け取ることができるという会員の特典が失われることが説明された.議論の結果，



予定通り機関紙は J-STAGE で閲覧できる状態にする一方で，会員に向けて①機関紙の電子

化に伴い冊子の発送を取りやめること，②機関紙の目次の 2 点をメールで配信することと

なった.メールの内容ついては，編集委員会が作成し，総務委員会がメールの配信を行うこ

ととなった．また，黒川会長より，会員の特典の内容については引き続き検討していくこと

が提案され，これが承認された． 

 

6. その他 

高根事務局長より，新ホームページの「お知らせ」ページの順番にエラーがあることが指摘

され，広報委員会が管理会社と連絡を取り，修正することが承認された． 

 

Ⅳ. 挨拶 

石手副会長より熱心な討議への謝辞が述べられ議事を終了した. 

 

次回開催予定：2024 年 8 月 21 日（オンライン） 

 

以上 

 

書記 榎本翔太 


